





























研究成果の概要（英文）：Apnea and /or hypopnea during sleep increased sympathetic 
nervous system resulting in increased in heart rate transiently.  Thus, sleep must be 
disturbed by apnea and/or hypopnea.  Parasympathetic nervous system became 
predominant than sympathetic nervous system following steam foot bath for 10 min 
accompanied by improved peripheral circulation.  Therefore, foot bath may be available to 
promote introduction of sleep. 
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frequency, HF, 0.15-0.4 0Hz）と低周波数
成分（low frequency, LF, 0.04-0.15 Hz）
の面積を計算し、副交感神経系の指標と考え
られている HF と交感神経系の指標とされて





















側の示指・中指の指尖部 2 か所に装着した。 








SC の測定・記録を開始した。約 10 分間の安
静後、2-3 桁の暗算作業（加算減算）を 10 分
間行い、その後 10 分間安静にした後、スチ
ームタイプの足浴（スチームフットスパ、
Panasonic 社製）を 10 分間行った。ECG と SC
は、実験中持続的に測定・記録した。 








ECG と SC のデータは、AD 変換（sampling 
rate；200Hz）した後コンピューターに保存
し、後日解析した（BioGraph Infiniti, 
Thought Technology 社製）。 
































































には 22.7±11.5 kU/L まで減少し、暗算終了
直後と比較して有意な変化がみられた。足浴
開始前の sAA は 35.3±14.4kU/L であり、足





上昇した。暗算終了 2分後の HR は減少し、
暗算終了直後と比較して有意な減少が認め
られた。足浴中、有意な変化はみられなかっ






った。暗算開始前に 7.6±6.0mm であった VAS
は、暗算開始後すべての時点で有意に上昇し、















図 1 睡眠中の循環呼吸状態の変化の 1例
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図 3 年代による熟眠効率の違い 
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